
ゴルゴルは「ゴルゴル」とし
か言葉を発さないが、かん
ごるーとは意思疎通ができる

かんごるー

ゴルゴル

あつめて完成！
かんごるー図鑑 Vol.11

微小残存腫瘍による再発リスク

術後補助化学療法 S-1単独
（１年間予定）

術後補助化学療法開始
【化学療法開始時の検査データ】
WBC：5,800/μL（好中球：50％）

Hb：12.0 g/dL
Plt：22.0万/μL
AST：25 U/L
ALT：22 U/L
Cr：0.8 mg/dL
Alb：3.5 g/dL
CRP：0.2 mg/dL

※開始時は正常範囲内であることが目安

SDM（共同意思決定）
標準治療を選択

抗がん剤が正常細胞にも
影響し副作用が出現する

胃の容量・消化機能の変化

食欲低下、悪心、
下痢などの合併症
出現恐れあり

症状出現により、
食事が食べられ
なくなる恐れ

年齢による薬剤毒性のリスク（主なデータ）　
Cr上昇（基準値の上限～1.5倍程度）以上

AST・ALT上昇（基準値の上限～3.0倍程度）以上

S－１特有の副作用：流涙

骨髄抑制による好中球減少
（好中球数500/μL程度）

食事は少量から開始し、
摂取量を徐々 に増やしている

感染予防行動への
知識提供と行動へ
の意識づけが必要

一貫した揺るぎない気持ちあり。
できなくなった際に「これまでの生活
に戻れない」と思い、社会面に影響を

及ぼすリスク

できれば今までの
生活に戻りたい

また食べられなく
なるのは嫌だ

<手術前からの思い>
・「妻にできるだけ迷惑をかけたくない」
「妻にできるだけ心配をかけたくない」

・「自分のことは自分でできるようになりたい」
・「がんがきれいに取れたのか心配だ

・「再発しないか気になる」
・「退院したら、今までの生活に戻れるのかな」

・「食べることが楽しみ」

抗がん剤は怖いけど、
できるなら治療を続けたい

せっかく手術したので、
再発は防ぎたい

大手金融会社を定年退職

喫煙歴：20本/日 40年間
飲酒歴：ビールを夕食時に
350ccを1～2本程度

妻と二人暮らし
子供はいない

＃2 合併症により、食べられなく
なることへの不安と恐怖

#1 合併症の出現により、
治療が継続できない恐れ

#4 新たな生活スタイルの
変化に伴う自尊心喪失の

恐れ

＃3 術後再発への不安

既往：高血圧

副作用が出ても、自分で
対処できるようになりたい

進行がん（StageⅡB）にて
幽門側胃切除+リンパ節郭清術

◯月◯日実施。
重大な術後合併症なし。

社会面

心理面

妻に促され病院受診

自分のことは自分でやりたい性格

A氏 72歳男性

看護roo! 就活


